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＜月例記者会見＞ 
令和 6 年 6 月 26 日（水）11:00～  

 
令和６年 6 月月例記者会見 

 

 

１．６月月例記者会見      

【 説 明 】 

〔0１ 「ローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン推進事業」に生駒市と長崎県対馬市が共同申請で採択〕 

市長  今回環境省の「ローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン推進事業」に生駒市と対馬市が、全

国初の共同申請での採択となりました。この事業は、海洋ごみの排出抑制に対して、自治体と民間の事

業者が連携した先進的な取組を環境省が支援をするものです。 

今回は、海洋ごみを商品に再生するだけではなく、子どもたちに環境教育やキャリア教育をしっかり

と進めるということで採択されました。 

工具箱のメーカーとして大変長い歴史がある、生駒市に営業本部がある㈱リングスターが対馬市に流

れ着いた海洋ごみからバスケット工具箱等を作るという取組をしていただいたという縁で対馬市と共同

申請をする運びとなりました。 

海に囲まれた漁業のまちと、海に隣接していない工業団地や住宅地が広がるベッドタウンにおいて、

学校間交流で両市の子どもたちが繋がり、キャリア教育、環境教育を実施します。実施に当たっては、

環境教育や SDGsの研究で全国を代表する立教大学、奈良教育大学と対馬市の一般社団法人、生駒市教育

委員会のキャリア教育プランナーなどがこのプロジェクトに関わる中で、海洋ごみなどの環境問題を自

分事にするということを、子どもたちに経験してもらえればと思っています。 

対馬市担当部長  長崎県対馬市で SDGs の推進を総括しております、しまづくり推進部長の三原と

申します。この度、環境省のモデル事業に共同申請し、採択されましたことを心から嬉しく思っていま

す。 

対馬市は九州本土と朝鮮半島の間に浮かぶ人口約 2万 8,000人の国境離島でございます。 

対馬市の社会経済は、海の豊かさに支えられていますが、「SDGs のゴール 14海の豊かさを守ろう」を

切り口に、とりわけ当地の弱みである日本一海洋ごみが多く流れつく島を強みに変え、海洋プラスチッ

クを価値ある資源に循環させることで、環境・社会・経済の好循環を生み出そうという SDGs 未来都市

計画で持続可能な島づくりを推進しています。環境社会経済の好循環を生み出すため、対馬の海洋プラ

スチックの現状や対策を現場で知っていただく「 SDGs スタディツアー」を積極的に誘致しております

が、㈱リングスターが参加されたことがきっかけで、その後、海洋プラスチックを用いた、オーシャン

プラスチックボックス、バスケットを昨年 4 月に販売開始され、その売り上げの一部を企業版ふるさと

納税として対馬市にご寄附いただきました。 

市内には毎年約 3～4 万㎥の膨大な海洋ごみが漂着しておりますが、回収量は、毎年約 8,000 ㎥にと

どまっております。 

回収や処分に係る予算が不足する状況において、㈱リングスターからのご寄附は全額海の回収処理費

用に充当させていただいており、先月には市長が生駒市を訪問し、社長に感謝状をお渡しさせていただ

くとともに、小紫市長との三者で懇談をさせていただきました。 
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懇談では、持続可能な社会の作り手となる子どもたちの教育において、両市で補い合えば、子どもた

ちがふるさとの新しい魅力や課題に気づき、このまちで暮らすことの誇りの醸成と、より豊かな職業観

の形成に寄与できるものと確信した次第でございます。 

今回の環境省モデル事業の共同実施が SDGs 未来都市間の連携を深め、両市の持続可能なまちの発展

に繋がることを祈念いたします。 

㈱リングスター代表取締役社長  弊社は明治 20年創業で、今年で 137 年を迎えます。創業は大阪で

すがご縁があり、平成 3 年に生駒市北田原町に工場を構えて、主に工具箱、釣具、キャンプ等アウトド

ア用品の収納ケースなどを製造販売するメーカーであります。プラスチックに関しては、生駒市に移転

した際に主原料として使用しています。現在北田原工場の方を拡張する中で、 自然への取組を強化し、

全社一丸となって社会の問題に取り組んでおります。 

㈱リングスター取締役・マーケティング室長  ㈱リングスターは、明治 20 年から工具箱を製造し

てきておりまして、職人さんの現場でも 20年以上使っていただける工具箱を作ることができ、その耐久

性によって、「リングスターの工具箱なら安心して作業ができる」という安心と信頼を提供しているメー

カーであります。 

令和 4年に対馬市のスタディツアーに参加させていただきまして、海洋ごみの防波堤と呼ばれる現実

を目の当たりにし「どうしてこんな状況になっているのか」という強い怒りと、自分達が長く使える物

づくりをしているから関係ないではなく、長く使えるものを作れる私達だからこそできる事があると思

い、海洋ごみを配合した工具箱を作る事業を開始しました。 

漂着した海洋ごみはリサイクルされにくいもので、用途や出所がわかりづらく、紫外線や波からの影

響で分別の判断を鈍らせるものばかりです。企業としては非常に扱いづらく、悩ましいものとなります。

しかし、テストを重ね含有率を 10％にする事で構造による耐久性と技術による生産性を担保でき令和 5

年の 4月には販売が開始する事ができました。同時に応援するという温かい声もたくさんいただき、１

年半で約 720ｋｇの海洋ごみを耐久消費財としての収納ボックスにかえており、皆様のおかげでたくさ

んの応援寄附ができています。あらためましてありがとうございます。 

対馬市をはじめ、海洋ごみ問題というのは本当に深刻です。脱プラスチックというのが世の中の趨勢

です。しかし、「どうしたらこうならないのか」の原因療法の議論がされず、マーケティングビジネス観

点の話ばかりが飛び交っています。例えば、この素材を 51％以上配合すれば、石油製品でなくなるので

捨てても問題にならない。数％でも配合すれば認証マークが使える。今の曖昧なルールは企業にとって

都合がよく、別に出所もどれだけ使っているかも説明する必要がないので、言い方次第でなんとでもな

ります。結果、消費者に届けられる情報はマーケティングによってフェアでなくなり、結局は経済合理

性が合わない、解決しにくい問題が残されたままとなっています。 

プラスチックの特性、向き合い方を発信せず、ビジネスとして代替案ばかりだと、仮に次の素材がで

きたとしても、どこかにしわ寄せがいき、必ず同じ過ちとなります、大事なのは今あるものを向き合い、

どうすればこんな事態にならないのかをみんなで考えていくことです。そのために対馬市と生駒市と力

を合わせ、海洋ごみの現状やプラスチックについての授業パッケージ等を提案し、次世代に笑顔をつな

いでいける取組を行ってまいりますので、よろしくお願いいたします。   

【 質疑応答 】 

記者  学校間交流やキャリア教育は具体的にどのような内容ですか。 

市長  学校間交流では、当市の教育アドバイザー、大学、対馬市の一般社団法人などが協力して、主
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に海洋ごみ問題を題材にした勉強会などをオンラインで行います。キャリア教育では、㈱リングスター

にも協力して頂き、マーケティング、SDGs の取組、国際的視点からの環境問題などの魅力ある教育プロ

グラムにしたいと思います。 

記者  学校教育に関して具体的な取組はありますか。 

㈱リングスター  子どもたちに海洋ごみの現状とプラスチックの特性を絵でわかりやすく理解できる

ように、紙芝居を制作しています。将来的には対馬市の子どもたちを招待してプラスチック製品の工場

見学をしていただくことも考えています。 

記者  海洋プラスチックで具体的にどれくらいの商品が出来ましたか。 

㈱リングスター  バスケット、ルアーケースなどに 10%の海洋プラスチックを混ぜており、全体で 720

㎏の海洋プラスチックを活用しました。 

記者  海洋プラスチックが商品化される工程を教えてください。 

㈱リングスター  対馬市で、ボランティアスタッフを中心に回収、分別、粉砕まで行っていただいて

います。その後リサイクル企業等がペレット化し、弊社に納品されます。 

記者 どこからどれぐらいの海洋ごみが漂着しているのか教えてください。 

対馬市  韓国、中国など近隣の国が多いですが、島民が捨てたものもあります。種類は、ペットボト

ルなどの容器類などの漂着プラスチックの他に漁具や流木もあります（詳細は別途提供）。 

記者  この環境省の事業はいつまでの取組ですか。また、事業の具体的な対象は。 

市長  単年度の事業です。海に隣接していない生駒市をはじめ同様の地域の子どもたちに活用しても

らえるプログラムになると考えています。今後生駒市が行っている他の教育プログラムと同様に、他の

自治体等にもどんどんオープンにして活用していただきたいと思います。 

㈱リングスター  世界は繋がっていて、海がないから関係ないということではなく、地域に関係なく、

自分事として子どもたちが考えられるように、プラスチックの消費の仕方や関わっている人々に感謝を

伝えるということを、わかりやすく子どもたちに向けて授業したいと考えています。 

記者  これらの授業の対象学年は。また、いつから始まりますか。 

担当課  小学校高学年から中学生を対象に、今年度の 2 学期後半からの予定です。 

 

〔0２ 外国語や手話などに対応する多言語通訳システムを導入〕 

市長 「KOTOBAL」という、主に日本語でのコミュニケーションが難しい外国人や聴覚障がいのある方向

けの多言語通訳システムを 6月から導入しています。このシステムが優れている点は、多言語翻訳技術

に関して高度な専門的な研究をしている国立情報通信研究機構（NICT）の音声翻訳エンジンを採用した、

AIによる機械通訳、オンラインの遠隔通訳者によるビデオ通訳であり、コニカミノルタ株式会社の開発

商品です。 

特徴としては、行政用語を的確に翻訳する仕組みであり、AI による機械通訳、通訳者によるビデオ通

訳、手話の 3つの機能が 1台に集約されていて、必要に応じて切り替えられ、ポータブルですので、市

役所内だけではなく市内のいろいろな事業などにも広く活用できるということです。 

【 質疑応答 】 

記者  導入状況を教えてください。 

市長  現在は、人権施策課に 1 台で、必要に応じて貸し出します。今後はニーズに応じて増やしてい

きたいと思います。 
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記者  外部のシステムと繋がっているということですが、個人のプライバシーに関わるデータはどう

なりますか。 

担当課長  生駒市のデータは、管理している生駒市以外は閲覧できない形でセキュリティをかけてい

ます。 

記者  ビデオ通訳者に対する守秘義務はどうなっていますか。 

担当課長  市と事業者の契約条項に、秘密保持に関する事項及び個人情報の保護に関する規定も含ま

れており、遵守した対応をされています。ビデオ通訳者についても、本契約の中のサービスのひとつを

担うものとして含まれています。 

記者  会話ログは、事業者の AI学習に活用されていますか。 

担当課長  行政事務は重要性の高い個人情報を取り扱っているため、会話ログは AIの学習には活用さ

れません。 

記者  ビデオ通訳については、12言語について即座に対応できるのですか。 

担当課長  はい、すぐに選択した言語の通訳者に繋がります。 

記者  費用はどれくらいですか。 

担当課長  令和 8年度までの 3 年間の事業費で 228万円です。 

 

〔0３ 熱中症から命を守る！本市の熱中症対策〕 

市長  昨今、熱中症が大きな問題となっていますが、今年度気候変動適応法が改正されまして、熱中

症特別警戒アラートという特に命の危険があるような暑い日に出るアラートの仕組みも新たに出来まし

たので、それに対応するための市の体制として、6月 25日に「生駒市熱中症対策方針」を策定しました

のでご報告します。 

 熱中症特別警戒アラートが発表された場合は、これは災害であるという認識で、それに応じた対応を

行うというのが基本的な方針です。必要な対策を取る体制を即座に作るため、副市長を本部長に、各部

長を本部員とする熱中症警戒本部体制を直ちに立ち上げるということが一つ目です。被害が大きくなる

ことが想定される場合は、市長が本部長となる災害対策本部体制となります。 

 クーリングシェルターを開放して、市民にサイレンなどで情報発信等を行います。公共施設の他、一

部民間のスーパーや郵便局にも協力をお願いしています。公共施設に関しては、閉館日であってもクー

リングシェルターとして、可能な限り公共施設を開放しますし、市主催のイベントについては、アラー

トが出ると予想されている場合は原則中止します。 

市主催でないものについても、非常に危ない状態なので中止延期の要請をする予定です。幼稚園・小

中学校については、原則臨時休校として自宅学習ということになります。 

また、熱中症対策として、屋外で実施する市のイベントにつきましては、必ずその会場の近くにクー

ルスポット等涼める場所を確保するように考えています。 

市内 31 ヶ所にクーリングシェルターを設置しますが、わかりやすいのぼり等を作っていつでも気軽

に入っていただけるように普及啓発をしたいと思っています。 

なお、一定の暑さ指数を超えると知らせてくれる熱中症のアラートサービスを、本市の課長級以上は

必ず登録するように徹底したいと考えています。 

【 質疑応答 】 

記者  クーリングシェルターの設置は、アラートが出た時だけですか。 
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担当課長  クールスポットについては、平時でも利用できるようにしていますが、特別警戒アラート

が出た場合のクーリングシェルターとしては、災害級ということで目につくような形の、のぼりを差し

替えるような対応を考えています。 

記者  急にアラートが出た場合、その対応に対して市民が混乱することはないですか。 

副市長  アラートは、原則前日の午後 2時に発表しますので、前日中に一定の対応は決まると考えて

います。 

記者  状況が急変し当日特別警戒アラートが出て対応しなければならないことも想定されるのではな

いですか。 

副市長  特別警戒アラートは前日の午後 2時に発表されますが、当日急に同レベルの高温になった場

合の対処は臨機応変に対応したいと考えています。 

記者  小中学校体育館のエアコン設置の進捗状況と、設置を前倒しにする考えはありますか。 

副市長  今年度に設計を行い、令和 8 年度までに 20 校全てに設置できるよう進めています。出来れ

ば、7 年度中に全工事の着手できるぐらいに前倒しできればと考えています。 

記者  前日午後 2時にアラートが出された後の運用はどうなりますか。 

担当課長  アラートは保護者等に携帯等ですぐ通知されます。警戒本部体制には教育長、教育部長も

入っていますので、直ちに学校に対して行動の指示は出せると考えています。 

市長  各学校の校長、教頭にもアラートが午後 2時に届きますので、すぐに一定の対応が取れると思

います。 

記者  アラートが出た場合の部活の取扱いはどうなりますか。 

市長  既に、警戒アラートが出る基準の前段階の暑さ指数が 31 で屋外での部活は全面的に禁止とし

ています。 

 

 

〔0４ 全ての生活保護受給世帯に対するエアコンの設置〕 

市長  現在熱中症が発生し始めるなど暑くなってきていますが、生活保護受給世帯でエアコンのない

世帯の方がおられます。生駒市も含めて多くの自治体や様々な団体から国に対して生活保護受給世帯に

おいてもこの暑さの中でエアコンが必需品ではないかと、又、国でもっときちんと保護費として買える

ように給付すべきではないかというような要望もありますが、国としては、生活保護開始時以外は設置

が難しいという限定的な運用になっているということで、家に 1台もエアコンがない生活保護受給世帯

には市の独自の政策として財政的な支援を行って、基本的には全ての生活保受給護世帯にエアコンを設

置する取組を進めます。日々の暮らしも苦しい中、社会福祉協議会での借入等の支援があるものの、躊

躇してエアコンをつけずに過ごすという方もおられるということで今回の対応をすることになりました。 

 今回の取組は、奈良県内では初めてで厚労省によると全国的にも珍しい取組であるということです。

市では全ての生活保護受給世帯に設置を進めるとともに、国に対しても引き続きエアコン設置の補助に

関する基準や運用を緩和していただくようにお願いをしていこうと思っております。 

 今回の事業の概要は、生活保護受給世帯でエアコンがない場合と壊れて使えないというような家庭は

全て対象となります。給付額は、購入費、設置工事費合わせて 10万円を限度としています。市内には生

活保護受給世帯が約 480 世帯あり、調査した結果、現在未設置と判明した世帯が 15世帯でしたが、最終

的にはもう少し増えると思います。スケジュールとしては、もう暑くなってきますので急いで周知、確
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認をすると同時にケースワーカーが、全世帯にきちんとお知らせし、希望があったところから給付を決

定して、7月の中旬から設置していきたいと考えています。 

【 質疑応答 】 

記者  市の財源で設置されるのですか。 

市長  はい、市の単独の支出となります。 

記者  事業は来年度以降も続けるのですか。 

市長  基本的には今年度全世帯設置を目指しますが、来年度以降も損壊等で新たな設置も考えられま

すので継続して行いたいと考えています。 

記者  最近の生活保護受給世帯数の推移は。 

担当課長  令和 2年度からは、ほぼ横ばい状態です。 

記者  他自治体の例はどうですか。 

市長  奈良県内では全額給付しているところはありません。厚労省によると、一部支援はあるが全世

帯に全額給付をしているのは珍しいということです。 

記者  社会福祉協議会の貸付制度の利用が少ないのはなぜですか。 

市長  審査が厳しいということでもなく、利息もあまりつかず有利な制度ですが、お金を借りること

に対しての抵抗感や審査に時間がかかるという理由で利用はあまりありません。 

記者  未設置の 15世帯の高齢者の割合はどうですか。 

担当課長  生活保護受給世帯全体の割合は約 60%で、当該世帯も同様の割合です。 

記者  国の制度でも保護開始時にはエアコン設置の支援があるのですね。 

市長  高齢者、障がい者等以外は対象外であったり、設置の要件は厳しい状況です。 

 

 〔05 産前産後の家事支援サービス利用の支援をスタート〕 

市長  産前産後の家事支援サービスについて、このサービスで使えるクーポン券の交付を 7月からス

タートします。 

支援の概要は、本市に住民票がある妊娠中の方又は 1歳未満の子どもがいる世帯に対して、最大 2 万

円分のクーポン券を交付します。支援内容は、家事や育児の支援で、現在 5社の登録事業者に家事支援

をしていただくことを考えており、利用の流れとしては、原則オンラインでクーポン券の交付申請をし

ていただき、クーポン券が自宅に届けば直接登録業者に連絡して利用し、クーポン券で支払うというこ

とになります。 

 

〔0６ 生駒山麓公園の指定管理者変更〕 

市長 令和 6 年 7月から、生駒山麓公園の指定管理者が「モンベルあおはに共同体」から「生駒山麓公

園指定管理共同企業体（代表団体：株式会社ザイマックス関西、構成団体：アドバンス株式会社）」に変

更します。 

契約期間は令和 10 年 3 月 31 日までの 3 年 9 ヶ月ということで、2 社応募の中から決定し、指定管理

施設としては、青葉仁会で継続して運用してもらうレストラン以外の施設の一括管理ということで、具

体的に提案していた取組としては、今稼働率が非常に低いふれあいセンター宿泊施設を、客室を少しア

ウトドア要素のあるようなおしゃれな部屋にするとか、野外活動センターに手ぶらで来てもキャンプが

できたり、愛犬家が犬を連れていけるような施設を作るものです。 
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また、フィールドアスレチックも少し手を入れるほか、ソフト面でも今流行っている謎解きやお宝探

しゲーム等も楽しめるようないろいろな事業をしていただきます。 

生駒山麓公園につきましては、今回の指定管理期間が終了する頃を目途に大幅な施設等も含めたリニ

ューアルに向けて検討しています。 

 

〔07 生駒市 DX 推進アクションプランを策定〕 

市長  昨年 8月に「生駒市スマートシティ構想」を策定しましたが、その具体的な取組計画として 15

項目の推進施策を定めた「生駒市 DX 推進アクションプラン」を策定しましたので報告します。 

ＣＤＯ  DX 推進アクションプランは、本日から市ホームページに掲載しています。今回の内容につい

て、チャットで文字を入れると、その命令に応じて画像を出すという画像生成 AI（DALL・E）を使いな

がら簡単に紹介します。 

アクションプランは 15の施策がありますが、これを 6つに絞って画像を生成しています。 

1つ目の自治体の業務・環境ですが、AI や様々な IT 技術を使いながら、効率化を考えており、来庁

される市民の方のために、「書かない・待たない・回らない」窓口にすることで、市役所のレイアウトも

かなり変わってすっきりしていくと思います。2 つ目の防災・消防についても、新しい技術を入れて、

防災システムや通信指令システムなども入れ替えていきますし、ドローンの積極的な活用も考えていき

ます。3 つ目がデジタルを活用した地域ポイントですが、まずは本年度については、実証実験を実施し

たいと考えています。4 つ目 の福祉については、生駒市では多くの職員がしっかり活動している状況で

すが、個人の頑張りに頼っているところもあり、特に情報連携のところで、デジタルをもっと活用でき

ると思っています。5 つ目の教育では、既に学校ではタブレットを導入されていますが、これをより活

用して、子どもたちに学ぶ喜びを感じてもらうとともに、教職員の方の働き方改革という点でも、もっ

と活用できると思っています。 

最後は、「誰ひとり取り残さないデジタル化」ということで、やはり全ての市民の方が使える状態でな

いといけないと思っています。生駒市では以前からスマホ教室などを実施していますが、一方的に技術

を学ぶだけではなくて、そのスキルを市民の活動などに活かしていけるような形にしていきたいと思っ

ています。 

【 質疑応答 】 

記者  自治体業務・環境の DX については具体的にどうなりますか。 

ＣＤＯ  現状は、所属ごとに窓口がありますが、先日始めた「おくやみサービス」のように市民のライ

フイベントに合わせて集約した窓口があるべき姿と思いますので、そういう考え方で窓口を整理しよう

と思っています。もう 1 つは、DXで、業務上必要と思われていたスペースが必ずしも必要ないというこ

とになり、市役所内のレイアウトもかなり変わっていくと考えています。 

 

〔08 生駒駅前図書室が 10 周年！関連事業を実施〕 

市長  生駒駅前図書室が 10周年ということで、様々な取組をします。 

内容としては、本市在住の書家、土井伶さんによる「パッション文字」の実演や展示、元南極越冬隊

員の講演会、子ども向けの英語のイベント、生駒山上遊園地の飛行塔に関する児童書の著者による講演

会、その他、森見登美彦さんを始め生駒にゆかりのある作家の方の特集コーナー等を行います。 
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 （その他の質問） 

なし 

                                      （了） 


